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自然科学研究機構
分子科学研究所評価体制

平成１８年度
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概要
分子科学研究所は，物質の基礎である分子の構造とその機能に関する実験的研究並びに

理論的研究を行うとともに，化学と物理学の境界にある分子科学の研究を推進するための
中核として，広く研究者の共同利用に供することを目的として設立された大学共同利用機
関である。物質観の基礎を培う研究機関として広く物質科学の諸分野に共通の知識と方法
論を提供することを意図している。

沿革
昭和50年（1975年）分子科学研究所創設
昭和56年（1981年）岡崎国立共同研究機構（分子科学研究所、生物科学総合研究機構

（基礎生物学研究所、生理学研究所）の総合化）創設
平成16年（2004年）大学共同利用機関法人自然科学研究機構（国立天文台、核融合科学

研究所、基礎生物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所）創設
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分子科学研究所の組織

平成１９年３月まで

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※客員研究部門  

 
所 
長 

運営会議 

理論分子科学研究系 ■分子基礎理論第一研究部門 

  ■分子基礎理論第二研究部門 

  ■分子基礎理論第三研究部門 

  ■分子基礎理論第四研究部門※ 

分子構造研究系 ■分子構造学第一研究部門  
  ■分子構造学第二研究部門※  
  ■分子動力学研究部門 

電子構造研究系 ■基礎電子化学研究部門  
  ■電子状態動力学研究部門  
  ■電子構造研究部門※ 
  ■分子エネルギー変換研究部門※  

分子集団研究系 ■物性化学研究部門 
  ■分子集団動力学研究部門  
  ■分子集団研究部門※ 

相関領域研究系 ■相関分子科学第一研究部門  
  ■相関分子科学第二研究部門※  

極端紫外光科学研究系  ■基礎光化学研究部門 
  ■反応動力学研究部門 
  ■極端紫外光研究部門※  

計算分子科学研究系  ■計算分子科学第一研究部門  
  ■計算分子科学第二研究部門  
  ■計算分子科学第三研究部門※  

錯体化学実験施設  ■錯体物性研究部門 
  ■配位結合研究部門※ 
  ■錯体触媒研究部門 

分子スケール ■分子金属素子・分子エレクトロニクス研究部門  
 ナノサイエンス  ■ナノ触媒・生命分子素子研究部門  
 センター  ■ナノ光計測研究部門 
  ■先導分子科学研究部門（流動研究部門）  

極端紫外光研究施設  ■光源加速器開発研究部  
（UVSOR） ■電子ビーム制御研究部  
  ■光物性測定器開発研究部  
  ■光化学測定器開発研究部  
  ■放射光分光器開発研究部※ 

分子制御レーザー  ■分子位相制御レーザー開発研究部  
 開発研究センター  ■放射光同期レーザー開発研究部  
  ■特殊波長レーザー開発研究部 

装置開発室 

安全衛生管理室 

技術課 

広報室 

運営顧問会議 

所
長

運営会議

運営顧問会議
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分子科学研究所の人事方針

1. 人事は原則として全て公募により
広く候補者を集める。

2. 分野を境界領域まで広げて、今後の発展を
見据えた領域の選定を行う。

3. 教授・助教授の転出或いは退職が出た場合には、
スクラップアンドビルドを原則に公募領域を
ゼロから議論する。

4. 出来るだけ若くて優秀な人材を求める。

自由で比較的に恵まれた環境で研究に専念し、
成果が上がれば他の機関での活躍を奨励 (内部昇進無し) 。
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評価の基本方針

1. 分野等を決めて人材を公募するので、研究
内容に関しては、本人の判断に任せる。

評価は研究者の成果向上に使われるべき。

2. 評価は外部評価を基本とするが、結果はス
タッフと研究費の増減に影響。

3. 外部への転出を前提としているが、教授に
関しては60才で評価し、その結果に応じた
処遇を図る。
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分子科学研究所点検評価委員会

研究所長が委員長。

委員会の構成メンバー

一 研究所長

二 研究総主幹

三 研究主幹

四 研究施設の長

五 本部研究連携室の研究所所属の研究教育職員

六 技術課長

七 その他研究所長が必要と認めた者
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委員会による点検評価

研究所の在り方，目標及び将来計画に関すること。

研究目標及び研究活動に関すること。

大学等との共同研究体制及びその活動に関すること。

大学院教育協力及び研究者の養成に関すること。

研究教育職員組織に関すること。

評価の結果を、毎年「分子研リポート」として出版。
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所 長

分 子 科 学 研 究 所 評 価 体 制

共同研究専門委員会
（所外委員及び所内委員、

共同研究計画、実施に関する事項 )

運 営 会 議
（所外委員及び所内委員 、
外部評価の結果、
将来計画、人事政策、
共同研究の在り方等）

諮問

答申

評価実施組織

研究施設 技 術 課研究系

研 究顧問会 議
（所外委員、各教授・助教授グループの

研究成果及び年度計画の評価）

将 来計画委員 会
（所内委員、
外部評価に基づく将来計画）

各施設運営委員会
（所外委員及び所内委員 、
各施設の評価、将来計画）

主 幹施設長会 議
（所内委員、
評価や年度計画の取りまとめ）

諮問

答申

外 部評価 委員 会
（所外委員（国内、国外）、専門分野評価
及び６０歳を越える教授の個人評価 ）

答申

諮問

点 検 評 価 委 員
（所内委員、自己点検評価）

運営顧問 会議
（所外委員、所全体の評価

と専門分野の評価）

答申

諮問
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分子科学研究所人事・評価の流れ

運営会議・運営顧問会議・研究顧問会議・外国人顧
問などを通して、所長が意見を集約。

主幹・施設長会議で議論を行い、将来計画委員会や
教授会議に於いて組織の見直し等について検討。

主幹・施設長会議で議論を行い、分野検討委員会に
於いて新しい人事を進めるべき分野を議論し決定す
る。この結果に基づき、公募を開始。

人事部会は、外部委員５名・内部委員５名から構成
され、論文の厳正な査読評価に始まる３段階の審査
を経て最終候補者を決定。
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分子研の人事・評価の特徴 I

内部昇進を禁止

３-4年毎の外国人を含む外部委員による

ピアレビュー

外部委員による評価には、公開文書と非公開の
所長への文書の二通りがある。所長はこれらの
評価結果を参考に総合的に各研究者の支援方法
を考える。これには、個人と研究組織の評価が
含まれる。

毎年グループ長に対してヒアリングが行われ、
研究顧問による評価書が所長に提出される。
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分子研の人事・評価の特徴 II

各研究グループは年度ごとに成果に関するレ
ポートを提出、研究所運営等の様々な項目と共
に分子研リポートとして製本、各所に配布され
評価を受ける。英文のAnnual Reviewも発行。

所長の指導の下に、関連研究グループがテーマ
を設定し、外部資金獲得を計画。現在、３種の
大型プロジェクトが動いている。

自然科学研究機構の内部での連携研究プロジェ
クトによって新分野形成を目指したテーマ毎の
共同研究が動いている。
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プロジェクトの評価

外部資金によるプロジェクトは、プロジェ
クトが定めた外部評価によって行われる。

機構内プロジェクトは、各研究所から選出
された連携室委員１０名と委員長によって
行われる。
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分子研の活動の評価と個人の評価

基本的には分子研リポートに記された
内容に関して、運営顧問会議および運
営会議によって評価が行われる。

個人の研究は、３-4年毎の外部委員に
よるピアレビューと毎年行われるヒア
リングを通した研究顧問による評価に
よって行われる。
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平成18年度分子科学研究所 研究評価会：評価者 ３研究顧問+所長

１月１７日（水） ＠研究棟２０１

午前１（座長 櫻井英博）
９：００ Opening remarks 中村所長
９：１５ 川口Ｇ（生命・錯体）
９：３０ 岡崎Ｇ（計算科学）
９：４５ 加藤（晃）Ｇ（ナノサイエンス）
１０：００ 菱川Ｇ（光分子）
１０：１５ 小川Ｇ（ナノサイエンス）

１０：３０ー１１：００ 休憩＠研究棟２０２

午前２（座長 菱川明栄）
１１：００ 櫻井Ｇ（ナノサイエンス）
１１：１５ 松本Ｇ（光分子）
１１：３０ 中村Ｇ（物質分子）
１１：４５ 田中Ｇ（生命・錯体）
１２：００ 米満Ｇ（理論・計算）

１２：１５－１４：００ 昼休み

午後１（座長 江東林）
１４：００ 桑嶋Ｇ（統合バイオ）
１４：１５ 西村Ｇ（物質分子）
１４：３０ 岡本Ｇ（光分子）
１４：４５ 西Ｇ（物質分子）
１５：００ 永田G（ナノサイエンス）

１５：１５－１５：４５ 休憩＠研究棟２０２

午後２（座長 西村勝之）
１５：４５ 魚住Ｇ（生命・錯体）
１６：００ 永瀬Ｇ（理論・計算）
１６：１５ 鈴木Ｇ（ナノサイエンス）
１６：３０ 青野Ｇ（統合バイオ）
１６：４５ 江Ｇ（物質分子）

１月１８日（木） ＠研究棟２０１

午前１（座長 森田明弘）
９：００ 大島Ｇ（光分子）
９：１５ 佃Ｇ（物質分子）
９：３０ 小澤Ｇ（生命・錯体）
９：４５ 斎藤Ｇ（理論・計算）
１０：００ 加藤（政）Ｇ（UVSOR）
１０：１５ 小杉Ｇ（光分子）

１０：３０ー１１：００ 休憩＠研究棟２０２

午前２（座長 小澤岳昌）
１１：００ 森田G（計算科学）
１１：１５ 大森Ｇ（光分子）
１１：３０ 藤井Ｇ（統合バイオ）
１１：４５ 木村Ｇ（UVSOR）
１２：００ 平田Ｇ（理論・計算）

１２：１５－１４：００ 昼休み

午後１（座長 柳井毅）
１４：００ 見附Ｇ（光分子）
１４：１５ 信定Ｇ（理論・計算）
１４：３０ 繁政Ｇ（UVSOR）
１４：４５ 薬師Ｇ（物質分子）

１５：００－１５：３０ 休憩＠研究棟２０２

午後２（座長 信定克幸）
１５：３０ 横山Ｇ（物質分子）
１５：４５ 柳井G（理論・計算）
１６：００ 宇理須Ｇ（生命・錯体）
１６：１５ 平等Ｇ（レーザー）

１６：３０ Closing remarks 西研究総主幹
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６０歳教授の評価

教授の停年は65歳であるが、60歳にお
いて国内２名、国外１名の専門研究者
から業績に関する評価を受けている。
60歳を越えた教授の研究室は原則とし
てその規模を縮小するが、高い評価を
受けた場合は、所長が継続してその研
究活動を支援する。
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公募による共同利用研究

課題研究：数名の研究者により特定の課題につい
て行う研究で最長３年間行う。

協力研究：所外の研究グループが所内の教授・助
教授と協力して行う研究。原則として１：１．

研究会：分子科学の研究に関した特定の課題につい
て、所内外の研究者によって企画される研究討論集
会。様々なトピックスを中心に、最新の成果と今後
の発展が討論される。年間、10～15件程度。

UVSOR施設利用：原則として共同利用の観測
システムを使用する研究。

施設利用：研究施設に設置された中型・大型機器
の個別的利用
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組織の再編を示唆する評価意見が出る。
（2002-2004）

2005年3月 研究所長より組織の検討が示される。

2005年4月「系施設の在り方等検討会」を設置。

2005年7月「検討会報告書」が主幹・施設長会議に
出される。

2005年9月-2006年12月主幹・施設長会議で議論。

2006年12月 教授会議で再編案が議論される。

2007年4月 教授会議に暫定案が提出される。

2007年7月 研究所としての案をまとめる。

２年以上かけて今後15年は続くであろう組織再編を
決めた。
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評価に対する対応とフィードバック

分子研リポートなどの作成は個人の業績整理とピアレ
ビューに基づいた研究方向の検討に役立っている。

成果発表会は区切りであり自己評価の場にもなってお
り得るものは多い。

成果発表会は所内の共同研究を促進している。

外国人顧問がほぼ全員をインタビューするが、異分野
の優秀な研究者の助言は生きるところも多い。

現在の評価システムは有効に作用していると判断され
るが、2,3年後に評価システムの評価が必要となるであ
ろう。
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